
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

伊勢・宮川流域の遺跡を歩こう 【上・中流域編】 
 
 

『宮川流域の遺跡 

を歩く』の著者 

田村陽一氏が 

ご案内します！ 

主催：NPO法人大杉谷自然学校  

後援：大台町・大台町教育委員会・度会町・度会町教育委員会 

上・中流域の旧石器・縄文

遺跡から中世城館まで 

９遺跡を厳選 

――― 

未公開を含む優れた出土

品を手に取って観察 

――― 

石器の採集体験もあり 

――― 

講義と夜の交流会でさら

に深く流域を理解 

［流域案内人と歩くディープな流域探訪エコツアー！］ 

近畿の屋根と言われる大台ケ原に源を発する宮川は、水質日本一の清流として知られ、流域には旧石器か

ら縄文時代を中心とする遺跡が数多く残されています。大自然と共生し、宮川と共に歩んだ先人たちが残し

た痕跡を、ガイドブック著者の流域案内人がじっくりとご案内します。豊かな自然と里山風景に抱かれた遺跡

の臨場感、 石器採集体験、貴重な未公開出土品を手に取っての観察と交流会。宿泊は温泉も楽しめる森のホ

テルでくつろいでいただく、 深い学びを求める遺跡ウォーカーのための、プレミアムツアーへのお誘いです。 

【ご出発】（1泊2日） 最小催行人数 13名 ／ 定員 20名 

令和2年 2月22日（土） 
 

【旅行代金】  お一人様 25,900円（税込） 

〒519-2633 三重県多気郡大台町久豆199 

TEL 0598-78-8888 FAX 0598-78-8889 

URL  httpｓ://osugidani.jp/  

E-mail  info@osugidani.jp 

お申込み・お問合せ 

ご宿泊は、大台町の森のホテル 

「奥伊勢フォレストピア」。 

自然に癒される温泉リゾートで、 

本格フレンチのディナーをお楽し 

みください。 ※写真はイメージです 

http://osugidani.jp/
mailto:info@osugidani.jp


 

伊勢・宮川流域の遺跡を歩こう【上・中流域編】 詳細 

 

■ スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時     令和2（２０２０）年2月22日（土）～23日（日） 

集   合    大台町役場玄関前（三重県多気郡大台町佐原７５０）  

※道の駅「奥伊勢おおだい」隣、駐車場あり 

宿   泊    奥伊勢フォレストピア（三重県多気郡大台町薗９９３） 

募集人員    ２０人（要申込み、定員に達し次第締め切り） 

参 加 費     25,900円（バス移動費、宿泊費、1日目夕食～2日目昼食費、保険料、資料代ほか） 

持 ち 物     リュック、雨具、手袋、帽子、飲み物、常備薬など個人で必要なもの 

案 内 人     田村陽一氏 （『宮川流域の遺跡を歩く』著者、宮川流域案内人、元三重県埋蔵文化財センター） 

申 込 先     ＮＰＯ法人 大杉谷自然学校 （ＨＰ https://osugidani.jp/） 

Ｅメール info@osugidani.jp 

ＴＥＬ  ０５９８－７８－８８８８   ＦＡＸ  ０５９８－７８－８８８９ 

申込方法  Ｅメール・ＴＥＬ・ＦＡＸにて、「2月22-23日宮川流域の遺跡を歩こう参加申込み」と 

明記し、氏名（ふりがな）・性別・年齢・住所・電話番号・希望の解散場所（ＪＲ多気駅・ 

大台町役場前のいずれか）を添えてお申込みください。 
 

■ お申込み後に詳しい案内状をお送りします。 

■ 集合地へのアクセスや解散場所、以後のオプションなどについては、お申込み時にご相談ください。 

■ 貸切バスで移動しますが、一部山道も歩きますので、歩きやすい運動靴や服装でご参加ください。 

■ 参加者は傷害保険に加入します。万一の場合には加入保険内で対応させていただきます。 
 

主   催    ＮＰＯ法人 大杉谷自然学校  

後   援    大台町・大台町教育委員会・度会町・度会町教育委員会 

旅行主催    三重交通株式会社（観光庁長官登録旅行業第1934号）  

 

令和2年（2020年） 

2/22(土) 大台町役場前（13：00集合）→出張
で ば り

遺跡
い せ き

→樋
ひ

ノ
の

谷
たに

遺跡
い せ き

→三瀬
み せ

砦
とりで

跡
あと

→旧舟木
きゅうふなき

橋
ばし

 

→宿舎（奥伊勢フォレストピア）・・・夕食後講師による流域解説と出土遺物の観察・ 

交流会 

2/23(日) 宿舎→神
こう

滝
たき

遺跡
い せ き

→逢
おお

鹿瀬
が せ

廃寺
は い じ

跡
あと

→立岡
たちおか

城跡
じょうあと

→度会町ふるさと歴史館→森添
もりぞえ

遺跡
い せ き

（石器採集体験）→JR多気駅経由→大台町役場前（16：30解散）  

https://osugidani.jp/
mailto:Ｅメール%20info@osugidani.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学地・みどころなど 
 

① 出張
で ば り

遺跡
い せ き

（旧石器時代）……東海地方有数の後期旧石器時代遺跡のひと

つ、1976・77年の発掘調査で、10カ所以上の遺物集中区・礫群を検出。ナ

イフ形石器約200点をはじめ、細石刃・細石刃核・掻器・石製有孔円盤・石

刃など2万点余りが出土。調査後は道路敷地となったが、遺跡は周囲の茶畑

の地下に今も眠る。近くの日進公民館に出土品を展示、当日見学。大台町

指定史跡 

② 樋
ひ

ノ
の

谷
たに

遺跡
い せ き

（縄文時代）……1983年発掘調査。縄文時代早期と中期の竪穴

住居が見つかり、宮川流域初の重要な発見として遺跡は保存。竪穴住居を

復元、史跡公園として整備。大紀町指定史跡 

③ 三瀬
み せ

砦
とりで

跡
あと

（戦国時代）……伊勢国司北畠具教は、織田信長の伊勢侵攻によ

り実権を奪われ、三瀬の地に隠居。反旗を翻すべく機会をうかがうも先手

を打たれ、家臣により殺害。家臣のひとり長野左京進が居住したとされる

のがこの砦跡。高い土塁が方形にめぐり、郭内には井戸も。三重県指定史

跡 

④ 旧舟木
きゅうふなき

橋
ばし

（番外・近代）……明治38年（1905）建設。それ以前の熊野街道

は三瀬の渡しにより宮川を渡河していた。比高約30mを克服するため、川底

から立ち上がるレンガ造りの橋脚が美しい。歩いて渡り、河岸段丘の地形

を体感。国登録有形文化財。 

⑤ 神
こう

滝
たき

遺跡
い せ き

（縄文時代）……畑を耕作中、謎の石器と言われる「トロトロ石

器」が16点一括出土。全点を手に取ってじっくり観察できるチャンス。 

⑥ 逢
おお

鹿瀬
が せ

廃寺
は い じ

（奈良時代）……逢鹿瀬寺と呼ばれ、一時期、伊勢神宮のお寺

（伊勢大神宮寺）だった。仏教を嫌う神宮側とのせめぎ合いから、伊勢大

神宮寺は幾度も移転。屋瓦を焼成した瓦窯が近くにあり、鬼瓦も採取され

ている。今回この鬼瓦を初公開。 

⑦ 立岡
たちおか

城跡
じょうあと

（戦国時代）……堀切・土塁・連続竪堀など、小規模ながら宮川

流域で最も多くの防御施設を備えた山城。高度低く容易に見学できる。度

会町指定史跡 

⑧ 森添
もりぞえ

遺跡
い せ き

（縄文時代）……朱の生産遺跡。特産品として各地に供給、多量

の異系統土器の出土が物語る広範囲の交易。遺跡現地にて石器採集体験を

予定。豊富な出土遺物を展示した度会町ふるさと歴史館もじっくり見学。 



 
 
 

 

 

トロトロ石器全１６点を観察！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神滝遺跡（縄文早期）・・・謎の石器「トロ

トロ石器」が１６点も一括出土 

三瀬砦跡（戦国時代）・・・高い土塁が方形

に取り巻く 【県指定史跡】 

樋ノ谷遺跡（縄文早・中期）・・・復元住居が

里山に溶け込む  【大紀町指定史跡】 

出張遺跡（旧石器時代）・・・茶畑の下に眠

るナイフ形石器文化  【大台町指定史跡】 

逢鹿瀬廃寺跡（奈良時代）・・・寺域を熊野

古道が通る 

初公開！逢鹿瀬廃寺に関わる鬼瓦 

森添遺跡・・・ここで石器採集体験 

正面奥は神宮摂社の久具都比売神社 

森添遺跡出土の東北系土器（新地式） 

必見！見事なモチーフ 

中流の景観・・・茶畑が美しい 

立岡城跡・・・連続竪堀など流域随一の

多様な防御施設  【度会町指定史跡】 

初公開！不動前遺跡の石器（縄文早

期）・・・黒曜石（左上）は隠岐産 

宮川上流の景観 

トロトロ石器全１６点を観察！ 


